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※講義のパワーポイント資
料のうち、清野自身の撮影
や研究用図面など著作権
処理が特に不要なスライド
を掲載します。今後、著作
権処理などが進めば、改訂
版をUPすることもあります。




「資源」とは何か？ 
•  「自然資源」は誰のためか？が国内外で 
　見直されている。 

・共有物の水、生物資源は、 
　生産地の「地域」を大切にすべしとの国際世論。 
　「生物多様性条約」における「自然資源の配分」 

•  近代化、戦後復興、経済発展、開発で 
　資源を分け合って利益を得た全員が、 
　「再配分」の責任と義務がある。 



事例


筑後川上流　大分県日田市 
大山川 
流域の里山


















参考：現在の　響かなくなっていたひびき渓谷


河川流量が激減して、枯川状態。


流域の森林は、薪を採るための雑木林で
入合地も多かったが、

戦後に特にスギの植林が進んだ。

森林の地主は、大山町ではまだ在住者が
多い。


























大山川の流量増加


河川環境の再生


水音の復活
 “ひびき鮎の復活”

（アユの大型化）


大山川の流量増加による河川環境再生は「仮説検証」型！　


地域社会の再生


“ひびき鮎の復活“

※住民運動のシンボル


住民の要望の仮説


流量増加の実現


地域住民の“希望”の発生


流量増加直後に、

住民が検知・観察した現象


出典：清野聡子ほか (2006) 筑後川上流大山川における住民の地域知と河川環境再生
研究での作業仮説形成, 第34回環境システム研究論文発表会講演集, pp. 231-238




流域住民＋研究者による河川環境再生の仮説の構築　


地域住民の希望


流量増加後の住民意識ヒアリング調査による

河川環境の要素間関係の仮説


アユの餌となる

付着藻類の種組成と量


水温
 水質


河川環境の変化


過去に生息して

いた大型の

水生昆虫


遊漁


生活空間の環境改善

河道地形


柱状節理→

巨石原料の産生


水質（無機）


火山地質


河道内の巨石
水音の復活


“ひびき鮎の復活”

（アユの大型化）


地域社会の再生


河川流量の増加

大山川の

特徴と
は？


漁業


学術調査
＋




事例




県条例の 
“環境守人“制度 

※地域知の地域施策への 
具体的展開 

大畑町での流域や海岸の

住民参加の活動

↓

地域政策への反映、制度化

（青森県ふるさとの森川海の

保全および創造に関する条例）

↓

第１号保全地域の指定

↓

モニタリング、検証、提言




☆土木学会

デザイン賞　２００６

最優秀賞

☆グッドデザイン　金賞

（経済産業大臣賞）


海岸事業が“受賞作品”に！




・海や空や生物の状態によって

時々刻々と変わる景観


・地域住民の知恵や技術

　地域知と普遍知の関係


・そして自然共生する

　地域とは？



